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■プログラム概要 
 1．学習支援の枠組み整理 

  学生の学びを促す取り組みにはどのようなものがあるかを整理します。 

   ○時期に応じた学習支援   ○学習支援の担い手   ○学習環境の整備 

   ○学生生活の支援   ○単位の実質化 

 2．愛媛大学における学習支援の事例 

  ①リメディアル教育 

 新入生を対象とした、共通教育理系基礎科目「微積分」に対する補完教育として、共通教

育主題科目「数理と論理の世界」（授業題目「初級微積分」）を前学期に 5 クラス開講（220 名

程度）。広範な高校数学Ⅱ、Ⅲの領域＋αを短期間で習得するため、受講生は次のことを期

待される。 

○学習のモチベーションを高め、維持する。  ○授業時間外学習の習慣を身につける。 

 また、多数のスタッフが関わる組織的な取り組みであり、特に担当教員・TA・SHD 間の連携

が重要な要素となる。 

  ②スタディ・ヘルプ・デスク（SHD） 

   主に共通教育の授業を対象にした，大学院生による学習支援室の取組を紹介します。 

    ○学習スタイルコンサルテーション ○教科学習支援 

 3．参加者間での取り組み事例の共有 

  各大学の取り組み事例について情報交換し、改善策を考えていきます。 

 

■本プログラムの到達目標 
 1．多様な方法で学習支援に取り組むことができることを理解する。 

 2．各大学等で行われている学習支援の事例を共有する。 

 3．学習支援の取り組みを充実させるためのアクションプランを作成する。 
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